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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 13,459,732 14,428,978 26,040,666

経常利益（千円） 686,474 785,113 849,594

四半期（当期）純利益（千円） 298,591 337,971 368,456

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
333,079 426,654 430,821

純資産額（千円） 7,382,614 7,787,947 7,480,186

総資産額（千円） 19,585,893 18,902,035 18,413,602

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
20.12 22.78 24.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 32.8 35.6 35.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
834,571 784,696 762,657

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,226,662 △54,837 △1,248,733

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
241,822 △978,794 700,000

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,050,024 2,165,281 2,414,216

　

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 11.21 12.78

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第61期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、主要な関係会社の異動については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表」の「連

結の範囲又は持分法適用の範囲の変更」及び「注記事項（企業結合等関係）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気刺激策による効果や新興国の需要拡大等により、企

業収益は緩やかな改善の兆しを見せておりますが、依然としてデフレの影響や急激な為替変動、株価の低迷など先行

き不透明な経済環境が続いております。

このような状況における当社グループの業績は、卸売事業においては、指標となる新設住宅着工戸数が住宅版エコ

ポイントの終了に伴う駆け込み需要などにより堅調に推移しているものの、主力市場である道内では大手ハウスメー

カーやビルダーの攻勢により地場工務店が苦戦しており、当社業績もその影響を少なからず受ける結果となっており

ます。

小売事業においては、東日本大震災の影響による商品の欠品が続いたことに加え、春先の天候不順による伸び悩み

はありましたが、家電商品を中心に日用品が好調に推移したことと、大曲店ペットセンターの改装などお客様に喜ば

れる店作りに努めた結果、売上が増加しております。また、今期に設置したペット・ガーデン本部により販売戦略の統

合と管理効率の向上が図られ、関連する部門利益の改善も見られてきております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高144億28百万円（前年同期比7.2％増）、営業利益

８億16百万円（同13.7％増）、経常利益７億85百万円（同14.4％増）、四半期純利益３億37百万円（同13.2％増）と

なりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　卸売事業

全国的な住宅需要の伸びが続く中、今期の当社の重点方針でもある新商品の開発・開拓を商品開発企画課を中

心とした社内、社外に向けた活動が少しづつ効果を見せ始めてきているなど今後の業績確保につながる体制づく

りに努めた結果、売上高52億35百万円（前年同期比1.6％減）、営業利益４億93百万円（同2.7％増）となりまし

た。

②　小売事業

春先の天候不順の影響はあったものの、屯田店、大曲店では来店客数が増加しており堅調な業績推移となって

おります。また、帯広店の開業に伴う諸費用も一段落し、広告宣伝費等の経費の削減などがあったことにより、売

上高87億27百万円（前年同期比13.3％増）、営業利益３億73百万円（同40.4％増）となりました。

③　不動産事業

賃貸資産の運用により、売上高１億75百万円（前年同期比6.2％減）、営業利益１億円（同4.1％増）となりま

した。

④　足場レンタル事業

新設住宅着工戸数が回復基調で推移していることや、リフォーム需要が堅調に推移していることに加え、大型

物件の受注が増加したことなどにより、売上高２億90百万円（前年同期比17.2％増）、営業利益54百万円（同

23.3％増）となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期連結累計期

間に比べ１億15百万円増加の21億65百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は７億84百万円（前年同四半期は８億34百万円の獲得）となりました。これは主

に、仕入債務が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は54百万円（前年同四半期は12億26百万円の使用）となりました。これは主に、子

会社において店舗設備の増改築に伴う支出があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は９億78百万円（前年同四半期は２億41百万円の獲得）となりました。これは主

に、短期借入金３億30百万円、長期借入金４億95百万円の返済を行ったことによるものであります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因について

当社グループを取り巻く環境は、卸売事業においては、個人の住宅取得意欲の減退から新設住宅着工戸数が減少

しており、今後、少子高齢化と人口の減少が続き、日本の経済回復が遅れた場合には住宅産業の市場規模が縮小し、

業績に影響を及ぼす可能性があります。

小売事業においては、国内経済の停滞に伴う将来へ向けての生活不安などによる個人消費の低迷が続く中で、異

業種からの参入や同業他社の出店により競争が激化した場合には、当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼす

可能性があります。

(6) 経営戦略の現状と見通し

卸売事業においては、取引先に信頼されお役に立てるキムラを目指して、多様化する顧客ニーズに迅速に対応で

きる商品力、ブランド力及び情報力の強化と提案営業に努めてまいります。

小売事業においては、㈱ジョイフルエーケーと㈱グッドーの事業統合による店舗戦略の見直しと構築を図るとと

もに、他社に勝る品揃えとサービスの充実を図り、顧客満足度をさらにアップさせる売場作りを行います。また、グ

ループ全体で経費の圧縮に努めることにより、安定感のある利益体質の強化を目指した効率経営を進めてまいりま

す。

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資金需要

設備投資、借入金の返済及び利息の支払いや株主配当及び法人税等の支払いに資金を充当しております。

②　資金の源泉

主に、営業活動によるキャッシュ・フロー及び金融機関からの借入れにより資金を調達しております。

③　キャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、３「財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析」の(2)キャッシュ・フローの状況に記載のとおりであります。

④　借入金及びリース債務

当第２四半期連結累計期間の有利子負債は前連結会計年度末比８億39百万円減少し60億84百万円であります。

このうち金融機関からの短期借入金（一年以内返済予定の長期借入金を含む）は19億33百万円であり、長期借入

金は39億円、リース債務は２億51百万円であります。

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、顧客満足度の高い高品質な商品の開発とサービスの提供により取引先のお役に立つこ

とが、今後に続くであろう厳しい経営環境の中での重要な課題であると考えております。

今後とも積極的な商品開発及び店舗開発を進めることにより企業価値の拡大を目指してまいります。また、人員

の機動的で適正な配置により、人件費も含めた経営資源の効率的で効果的な活用を進めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,400,000

計 50,400,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 15,180,000 15,180,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株

計 15,180,000 15,180,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 15,180,000－ 793,350 － 834,500
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社木村管財 札幌市中央区界川3-2-65 4,374 28.82

キムラ取引先持株会 札幌市東区北６条東2-3-1㈱キムラ内 1,624 10.70

有限会社カネキ 札幌市中央区界川3-2-65 1,014 6.69

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西4-1 734 4.84

木村　勇市 札幌市中央区 721 4.75

木村　勇介 札幌市中央区 668 4.41

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社
東京都中央区晴海1-8-11 455 3.00

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西3-7 386 2.54

木村　リサ 札幌市中央区 250 1.65

飯島　奈美 千葉県浦安市 244 1.61

木村　建介 北海道恵庭市 244 1.61

計 － 10,719 70.61

　（注）当社は自己株式341,649株を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　341,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,762,000 14,762 －　

単元未満株式（注） 普通株式　　 77,000 － －

発行済株式総数 15,180,000 － －

総株主の議決権 － 14,762 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式649株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社　キムラ
札幌市東区北六条東二丁

目３番１号
341,000－ 341,000 2.25

計 － 341,000－ 341,000 2.25

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,420,023 2,171,204

受取手形及び売掛金 1,484,570 2,182,098

商品 2,342,305 2,591,308

販売用不動産 232,760 197,954

その他 283,126 299,962

貸倒引当金 △13,744 △20,824

流動資産合計 6,749,042 7,421,703

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,752,058 5,478,286

土地 2,567,299 2,405,789

その他（純額） 2,057,319 2,288,868

有形固定資産合計 10,376,676 10,172,944

無形固定資産 10,786 11,001

投資その他の資産

その他 1,316,977 1,323,673

貸倒引当金 △39,880 △27,287

投資その他の資産合計 1,277,096 1,296,385

固定資産合計 11,664,560 11,480,331

資産合計 18,413,602 18,902,035

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,637,792 2,442,567

短期借入金 2,265,163 1,933,084

未払法人税等 215,152 388,790

賞与引当金 98,440 133,204

その他 627,378 679,752

流動負債合計 4,843,926 5,577,398

固定負債

長期借入金 4,393,919 3,900,000

退職給付引当金 274,533 276,175

役員退職慰労引当金 363,562 326,985

資産除去債務 215,610 217,787

その他 841,865 815,740

固定負債合計 6,089,489 5,536,689

負債合計 10,933,416 11,114,087
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 793,350 793,350

資本剰余金 834,500 834,500

利益剰余金 4,930,821 5,150,081

自己株式 △130,954 △131,135

株主資本合計 6,427,717 6,646,796

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,808 △5,829

繰延ヘッジ損益 △6,200 △5,691

土地再評価差額金 92,790 92,790

その他の包括利益累計額合計 91,399 81,270

少数株主持分 961,069 1,059,881

純資産合計 7,480,186 7,787,947

負債純資産合計 18,413,602 18,902,035
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 13,459,732 14,428,978

売上原価 10,194,256 10,908,038

売上総利益 3,265,475 3,520,940

販売費及び一般管理費

従業員給料及び賞与 977,137 1,024,470

賞与引当金繰入額 109,012 133,204

退職給付費用 22,995 15,341

貸倒引当金繰入額 7,355 4,940

その他 1,431,116 1,526,910

販売費及び一般管理費合計 2,547,617 2,704,866

営業利益 717,857 816,073

営業外収益

受取利息 347 342

仕入割引 37,876 38,740

その他 25,033 26,718

営業外収益合計 63,256 65,801

営業外費用

支払利息 52,631 52,725

売上割引 25,411 30,730

デリバティブ評価損 11,130 6,594

その他 5,467 6,711

営業外費用合計 94,640 96,761

経常利益 686,474 785,113

特別損失

固定資産除売却損 2,088 4,355

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 100,484 －

特別損失合計 102,572 4,355

税金等調整前四半期純利益 583,901 780,758

法人税、住民税及び事業税 321,917 375,069

法人税等調整額 △82,116 △30,641

法人税等合計 239,801 344,427

少数株主損益調整前四半期純利益 344,100 436,330

少数株主利益 45,508 98,358

四半期純利益 298,591 337,971
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 344,100 436,330

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,427 △10,674

繰延ヘッジ損益 406 997

その他の包括利益合計 △11,020 △9,676

四半期包括利益 333,079 426,654

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 287,531 327,842

少数株主に係る四半期包括利益 45,548 98,811
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 583,901 780,758

減価償却費 227,379 271,464

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,049 1,642

賞与引当金の増減額（△は減少） 24,707 34,764

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,012 △5,512

受取利息及び受取配当金 △2,701 △2,994

支払利息 52,631 52,725

デリバティブ評価損益（△は益） 11,130 6,594

固定資産除売却損益（△は益） 2,088 4,355

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 100,484 －

売上債権の増減額（△は増加） △854,285 △697,527

たな卸資産の増減額（△は増加） △764,038 △214,197

仕入債務の増減額（△は減少） 1,673,341 804,775

未払消費税等の増減額（△は減少） △93,708 22,617

その他 283,312 14,146

小計 1,244,205 1,073,611

利息及び配当金の受取額 2,701 2,993

利息の支払額 △73,065 △54,068

役員退職慰労金の支払額 － △36,577

法人税等の支払額 △339,270 △201,263

営業活動によるキャッシュ・フロー 834,571 784,696

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,101 △116

有形固定資産の取得による支出 △1,224,840 △50,658

無形固定資産の取得による支出 － △480

投資有価証券の取得による支出 △1,104 △2,156

貸付けによる支出 － △2,200

貸付金の回収による収入 384 774

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,226,662 △54,837

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △520,000 △330,000

長期借入れによる収入 1,600,000 －

長期借入金の返済による支出 △730,996 △495,998

自己株式の取得による支出 △89 △181

配当金の支払額 △89,038 △118,305

リース債務の返済による支出 △18,053 △34,309

財務活動によるキャッシュ・フロー 241,822 △978,794

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △150,268 △248,935

現金及び現金同等物の期首残高 2,200,292 2,414,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,050,024

※
 2,165,281
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

連結の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間において、当社は、平成23年９月１日付けで連結子会社である㈱グッドーを吸収合併いたし

ました。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,055,685

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,661

現金及び現金同等物 2,050,024

　

（平成23年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,171,204

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,922

現金及び現金同等物 2,165,281

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 89,038 6 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 118,711 8 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 卸売事業 小売事業 不動産事業
足場レンタル
事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 5,322,0027,703,238186,775247,71613,459,732

セグメント間の内部売上高
又は振替高

406,018 2,404 13,454 － 421,877

計 5,728,0207,705,642200,229247,71613,881,609

セグメント利益 480,618265,79297,035 44,250887,696

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 887,696

セグメント間取引消去 △9,249

全社費用（注） △160,589

四半期連結損益計算書の営業利益 717,857

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 卸売事業 小売事業 不動産事業
足場レンタル
事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 5,235,6348,727,640175,264290,44014,428,978

セグメント間の内部売上高
又は振替高

372,841 5,358 12,396 － 390,595

計 5,608,4758,732,998187,660290,44014,819,573

セグメント利益 493,617373,238100,99154,5731,022,419

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,022,419

セグメント間取引消去 △1,421

全社費用（注） △204,923

四半期連結損益計算書の営業利益 816,073

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成23年７月１日　至平成23年９月30日）

共通支配下の取引等

当社は、平成23年９月１日付けで連結子会社である㈱グッドーを吸収合併いたしました。

なお、㈱グッドーの小売事業につきましては、当社連結子会社であります㈱ジョイフルエーケーに平成23年

８月31日付けで事業譲渡しております。

１．取引の概要

(1) 対象となった事業の名称及びその事業の内容

事業の名称 ㈱グッドーの不動産事業

事業の内容 不動産の賃貸及び管理

(2) 企業結合日

平成23年９月１日

(3) 企業結合の法的形式

当社を存続会社とする吸収合併方式で、㈱グッドーは解散いたしました。

(4) 結合後企業の名称

㈱キムラ

(5) その他取引の概要に関する事項

当社では、小売事業をグループの基幹業務と位置付けており、小売事業による地域対応の深耕やグルー

プ経営資源の活用を推進するとともに、㈱グッドーの小売事業を㈱ジョイフルエーケーへ譲渡し、事業体

制の再構築を進めることにより、さらなる競争力の強化と経営効率化を図ることが最善であると判断いた

しました。また、グループ全体の経営資源等の効率的な管理と運用を図るため㈱グッドーを吸収合併いた

しました。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共

通支配下の取引として処理しております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 20円12銭 22円78銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 298,591 337,971

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 298,591 337,971

普通株式の期中平均株式数（株） 14,839,594 14,838,595

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

株式会社キムラ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠河　清彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大森　茂伸　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キムラの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キムラ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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